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茨城歯科専門学校の
学校長に就任して

副会長
征 矢 　 亘

本年４月に茨城歯科専門学校校長を拝命いた

しました征矢です。本校は、昭和44年に茨城

県歯科衛生士学院として水戸市五軒町の茨城県

歯科医師会館内に開校しました。卒業生も既に

三千百余名を数え、今年49年目を迎えておりま

す。この歴史ある茨城歯科専門学校ですが、現

在色々と問題が出ております。大きくには２つ

あり、１つは衛生士科、技工士科とも定員割れ

が起きております。現在少子化が進み、なおか

つ好景気であるため、高校生の職業選択肢が増

えていることが原因の一つかと分析しておりま

す。定員を満たすために、各高等学校の進路指

導の先生方に直接お会いし、歯科医療の素晴ら

しさ、生涯利用出来る資格の取得を目的とした

学校であることを強調するとともに、県立高校

の校長経験者にお願いし、一緒に学校訪問を同

行して頂いております。しかし、これと言った

特効薬はなく、過去の活動実績を見ると、高校

の学校医が歯科検診時や学校活動時に、歯科医

療の素晴らしさを直接高校生に話すのが非常に

効果が高いことがわかってきました。高校と言

わず中学でも各学校歯科医の先生方に本校受験

を薦めることをお願い申し上げます。

又、２つめの問題ですが、歯科技工士科は全

国共通の国家試験となっても合格率は100％で

す。しかし、残念なことに衛生士科において本

年度合格率が全国平均を下回ってしまいまし

た。これは由々しきことであり、学生にとって

国家資格取得が最終目標にも関わらず、取得で

きないということは、本人だけでなくご両親に

も多大なご迷惑をおかけしていることとなり、

最重要課題と認識しております。この問題解決

のため最初に行ったことは、他校の訪問視察で

した。県内にある広沢学園つくば歯科衛生専門

学校や、千葉県の日本大学松戸歯学部附属歯科

衛生専門学校及び、北原学院歯科衛生専門学

校、東京歯科大学短期大学歯科衛生士科等を視

察見学してきました。又、日大松戸の平塚校長

には、国試対策の方法について本学にお呼び

し、国試問題の分析方法や指導方法、その他多

くの学校運営に関する事など細かに教えていた

だきました。３学年の試験は、なるべく国試と

同じようにするため、マークシート方式を取り

入れ、即座に回答、成績の分析を行い、できな

い問題の何が原因かを今後更に詰めていきま

す。そのため、専任教諭の仕事を見直し、学生

への指導時間を増やしました。試験の成績も掲

示板に張り出し、常に学生のやる気スイッチを

入れるべくあの手、この手での指導を考案し、

また民間業者の勉強法も導入し、本年度国試合
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格100％を目指し教職員全員でがんばっておりま

す。

又、学生代表と直接の対話を行い、学生の希

望を取り入れられることは最大限取り入れ、青

春の１ページである楽しい学生生活を謳歌して

もらい、ひいては後輩に本校を推薦してもらえ

るように校長として最大限の努力をしておりま

す。

その他の問題として、卒業直後に就職した歯

科医院を数ヶ月という非常に短期間で離職し

てしまう学生が毎年おります。この改善に向

けて、本年度から就職ガイダンスを開催しまし

た。募集する歯科医院が自らの医院を紹介し、

尚且つ各ブースに別れ、学生からの質問に答え

る方式を取り入れ、ミスマッチが起きない方法

を試行錯誤しております。

学校改革は今始めたばかりで、多くの問題課

題が山積みですが、一つ一つ解決してゆきま

す。また、来年は開設50周年にあたり、歴史あ

る素晴らしい学校構築のため、皆様方の更なる

ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
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平成29年度歯のポスター優秀作品決まる
平成29年度「歯と口の健康に関するポスターコ

ンクール」第２次審査会が９月20日（水）午後２

時から茨歯会館において開催された。

今年は、第１次審査に小学校618点、中学校93

点の応募があり、厳正な審査の結果、次のとおり

決定した。

知事賞　篠崎　龍之介
筑西市立五所小学校６年

小 学 校 の 部

歯科医師会長賞　内田　柚奏
牛久市立中根小学校３年

教育長賞　石上　琴美
石岡市立杉並小学校３年
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中 学 校 の 部

教育長賞　石川　芳輝
常陸太田市立峰山中学校２年

歯科医師会長賞　指首　雄太
古河市立三和北中学校１年

知事賞　田口　綾華
常総市立水海道中学校３年
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平成29年度　歯と口の健康に関するポスターコンクール入賞者名簿

小学校の部

賞　　名 氏　　名 学年 学　　校　　名

知 事 賞 篠　崎　龍之介 ６年 筑西市立五所小学校

教 育 長 賞 石 上 琴 美 ３年 石岡市立杉並小学校

歯科医師会長賞 内 田 柚 奏 ３年 牛久市立中根小学校

優 秀 賞

今 泉 穂 香 ６年 潮来市立大生原小学校

鴨 下 彩 音 ６年 つくば市立光輝学園手代木南小学校

飯 島 立 生 ６年 桜川市立大国小学校

高 橋 侑 大 ３年 古河市立古河第一小学校

平 塚 深 梨 ３年 古河市立上大野小学校

佳 作

平 野 郁 佳 ３年 ひたちなか市立津田小学校

菊 池 愛 菜 ３年 那珂市立額田小学校

櫻 井 真 由 ３年 潮来市立牛堀小学校

山　方　こはる ３年 守谷市立御所ケ丘小学校

池　田　明美花 ６年 石岡市立府中小学校

飯　島　弥璃愛 ３年 石岡市立三村小学校

加　藤　里佳子 ６年 石岡市立柿岡小学校

新 井 菜 花 ６年 筑西市立下館小学校

松 﨑 有 海 ３年 下妻市立高道祖小学校

小 林 拓 海 ６年 茨城県立友部特別支援学校

中学校の部

賞　　名 氏　　名 学年 学　　校　　名

知 事 賞 田 口 綾 華 ３年 常総市立水海道中学校

教 育 長 賞 石 川 芳 輝 ２年 常陸太田市立峰山中学校

歯科医師会長賞 指 首 雄 太 １年 古河市立三和北中学校

優 秀 賞

髙　野　ひなた ２年 笠間市立友部中学校

関 　 瑞 希 ３年 鉾田市立鉾田北中学校

飯 田 彩 夏 ３年 守谷市立けやき台中学校

佳 作

小田部　莉　緒 ３年 水戸市立赤塚中学校

金 澤 亜 美 ２年 茨城町立明光中学校

平 山 明 依 ３年 ひたちなか市立勝田第一中学校

久 村 歩 夢 １年 結城市立結城東中学校

久保田　美　希 ３年 茨城県立友部特別支援学校
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第７回理事会

日時　平成29年９月21日（木）16時

場所　茨城県歯科医師会館　会議室

１．報　　告

（1）一般会務報告

（2）退会について

（3）後援依頼について

【県保健予防課】

　茨城県がん検診推進強化月間

　第16回認知症フォーラム in いばらき

【県作業療法士会】

　後援名義の使用

【県社会福祉協議会】

　第67回茨城県社会福祉大会の協賛依頼

 　県総合リハビリテーションケア学会学術

集会

（4）【取手市歯科医師会主催】第24回「いい歯

の日の催し」ご後援・ご支援のお願い

（5）【日立・潮来・桜川】市町村医療福祉費支

給制度（市町村単独事業分）の対象範囲の拡

大等について

（6）９月開業予定の歯科医院について

（7）JMAT茨城研修会について（平成30年３月

11日（日））

水戸医療センターにおいて開催する予定

（8）各委員会報告について

学術委員会、厚生委員会、地域保健委員

会、学校歯科委員会、社会保険委員会、専門

学校

２．協議事項

（1）入会申込の受理について

菊地　正高氏（日立地区）

小野　康寛氏（珂北地区）

仮谷　太良氏（土浦石岡地区）

塚本　佳世氏（土浦石岡地区）

上記４名の入会を受理した。

（2）12月７日研修会の報償費について

標記報償費について承認した。

（3）学会・大会出張について

標記について承認した。

（4）口腔ケア講習会講師謝礼について

標記講師謝礼について承認した。

（5）災害時の医療救護活動に関する協定【技工

士会】

標記協定について承認した。

（6）義歯刻名事業申請書について（歯科技工士

会）

標記申請書について承認した。

（7）防災危機小委員会委員の承認について

標記小委員会委員について承認した。

（8）HIV患者の歯科治療について

病院口腔外科の対応を確認し、患者の病院

対応をお願いすることについて承認した。

（9）介護保険講習会の会場使用料について

標記について継続して審議することとし

た。

（10）会費・負担金等未納者への対応について

10月末までに未納の場合、退会手続きを進

めることについて承認した。

（11）茨城放送高齢者介護サポートキャンペーン

について
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標記について参加しないこととした。

（12）茨城県歯科医師会口腔センター土浦開所式

開催（案）について

標記開所式開催について承認した。

（13）心身障害児・者歯科講習会開催について

標記講習会開催について承認した。

（14）いい歯の日広報について

標記について承認した。

（15）診療を終えた会員種別について（継続）

標記について再度継続して審議することと

した

（16）県ユニセフ協会　第２回茨城県チャリティ

ゴルフ大会協賛提供品のお願い

県医師会と歩調を合わせることについて承

認した。

（17）奥羽大学との災害時協力に関する協定につ

いて（更新）

標記協定の更新について承認した。

（18）茨歯会警察歯科医協議会開催について（12

月３日（日）茨歯会館）

標記協議会開催について承認した。

（19）永年勤続従業員表彰について

今年度までで終了とすることについて承認

した。

（20）保健福祉部との懇談会提出議題について

標記提出議題について承認した。

（21）その他

「北関東ブロック研修大会 in いばらき」

への展示ブースご出展のお願いについて

標記展示ブースの出展について承認した。
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　９月２１日 　児童虐待早期発見歯科プロジェクトチーム委員会を開催。正副委員長選任、本年度事業計

画の実施について協議を行った。

 　出席者　森永虐待早歯PT委員長ほか７名

　９月２１日 　第７回理事会を開催。入会申込の受理、12月７日研修会の報償費、学会・大会出張、口

腔ケア講習会講師謝礼、災害時の医療救護活動に関する協定、義歯刻名事業申請書について

（歯科技工士会）、防災危機小委員会委員の承認、HIV患者の歯科治療、介護保険講習会の

会場使用料、会費・負担金等未納者への対応、茨城放送高齢者介護サポートキャンペーン、

茨城県歯科医師会口腔センター土浦開所式開催（案）、心身障害児・者歯科講習会開催、い

い歯の日広報、診療を終えた会員種別について、県ユニセフ協会第２回茨城県チャリティゴ

ルフ大会協賛提供品のお願い、奥羽大学との災害時協力に関する協定、茨歯会警察歯科医協

議会開催、永年勤続従業員表彰、保健福祉部との懇談会提出議題について協議を行った。

 　出席者　森永会長ほか18名

　９月２１日 　第１回防災危機管理小委員会を開催。組織構成の変更、委員長等の選出、県歯防災備蓄

物資の備蓄状況報告、発災時の本部立ち上げ、奥羽大学との医療救護活動協定の締結（更

新）、警察歯科協議会の開催予定および内容、神奈川歯科大学「歯科身元確認研修会」、県

総合防災訓練、第４回JMAT茨城研修会、大規模災害時の人員県外派遣の手順確認について

協議を行った。

 　出席者　櫻川防災危機管理小委員長ほか13名

　９月２１日 　茨城県歯科技工士会と本会との間で災害時の歯科医療救護についての協定を締結し、その

調印式を行った。

 　出席者　森永会長ほか５名

　９月２４日 　いばらき国体に向けて、選手への全身管理に基づいた歯科的サポートができる実践能力を

有する人材の育成を目的とした、茨城県歯科医師会認定スポーツデンティスト養成講習会を

開催。講義・実習・スポーツ現場研修を行う予定で、今回はその第１回目の講義を行った。

 　受講者　44名

　９月２５日 　日本補綴歯科学会東関東支部第１回理事会が東京都内にて開催された。

 　出席者　今湊理事

　９月２６日 　摂食嚥下研修会の第３回目を開催。「摂食嚥下機能訓練の実際①」の研修を行った。

 　受講者　65名

　９月２７日 　第２回いばらき高齢者プラン21推進委員会が県開発公社にて開催され、「いばらき高齢者

プラン21第７期」の基本的な考え方について協議が行われた。

 　出席者　森永会長
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　９月２７日 　県総合リハビリテーションケア学会理事会がつくば国際大学第２キャンパスにて開催さ

れ、次期理事長の選出ほかについて審議が行われた。

 　出席者　森永会長

　９月２７日 　未就業歯科衛生士復職支援のための講習会を神栖市「新扇歯科医院」にて開催。プロービ

ング、PMTC、超音波スケーラー、キュレッタージの実習と質疑応答を行った後、希望者に

対して就職相談を実施した。

 　受講者　３名

　９月２８日 　保険医療機関を対象とした個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。

 　対象医療機関数　６

　９月２８日 　日本歯科医師会第６回理事会が日歯会館にて開催され、時局対策、日歯会長選挙のあり方

について協議が行われた。

 　出席者　森永日歯代議員会副議長

　９月３０日 　第２回医療管理委員会を土浦市内にて開催。各地区での復職支援講習会を衛生士の確実な

復職につなげる手段、地域の会員・衛生士に対しての効果的な広報のありかた、スマホを利

用した復職支援講習会の検索・申し込み・求人情報の確認について協議した。

 　出席者　大字医療管理部長ほか10名

　９月３０日 　専門学校にて第３回体験入学を実施。歯科衛生士科31名、歯科技工士科５名の参加者に対

して学校施設説明などを行った。

１０月　１日 　スタッフセミナーを土浦市にて開催。「接遇マナー・意識向上」について元日本航空客室

乗員訓練部教官・政府専用機初代担任教官　小原孝子先生が講義された。

 　受講者　36名

１０月　１日 　支払基金主催の保険診療と審査を考えるフォーラムが県民文化センターにて開催される。

本会森永会長がパネリストとして「医療の高度化と保険財政」について講演した。

 　出席者　森永会長

１０月　５日 　第22回地区歯科医師会対抗親善ソフトボール大会を水戸市総合運動公園軟式野球場にて

開催。今回は水戸市歯科医師会が主管、県内８チームが出場。鹿行歯科医師会「鹿行アント

ラーズアンドレイクス」が８年ぶり３度目の優勝を飾り、準優勝は水戸市歯科医師会であっ

た。

 　参加者　151名

１０月　５日 　関東信越国税局管内税務指導者協議会が宇都宮市「ホテル東日本宇都宮」にて開催され

る。第１部では管内各歯科医師会からの現況報告と提出議題についての協議が行われ、その

後日歯税務・青色申告委員会委員　近藤博希先生が「医療税制に対する日歯の取り組みにつ

いて」について、日歯嘱託税理士　丸山定夫先生が「29年度税制改正と歯科クリニックの経

営改善」について講演された。

 　国税局担当官を交えての第２部では、国税局管内における税務の現況、税務諸問題と会員

指導について協議が行われた。

 　出席者　大字常務ほか２名
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１０月１１日 　第６回社会保険正副委員長会議を開催。第６回委員会、指導、社会保険指導者研修会、審

査委員連絡協議会の各県提出議題、疑義、理事会、審査内容について協議を行った。

 　出席者　榊社会保険部長ほか２名

１０月１１日 　第６回社会保険委員会を開催。審査委員連絡協議会の各県提出議題、竹上先生保険講習会

の事前質問の回答、疑義について協議を行った。

 　出席者　榊社会保険部長ほか20名

１０月１２日 　第７回歯科助手講習会を開催。「救急処置」「歯科Ｘ線、歯科麻酔」「感染予防、安全管

理、歯周治療」について講義を行った。

 　受講者　44名

１０月１２日 　新規に指定された保険医療機関に対する集団指導が厚生局茨城事務所にて行われた。

 　対象医療機関数　13

１０月１２日 　第１回裁定委員会を開催。委員長に池野哲之氏、副委員長に仁平哲夫氏を選出し、裁定委

員の職務について協議を行った。

 　出席者　池野裁定委員長ほか６名

１０月１２日 　第３回茨城型地域包括ケアシステム推進センター運営協議会が県医師会にて開催された。

 　出席者　森永会長

１０月１６日 　社会保険指導者研修会が日本教育会館にて開催され、「地域の中の歯科医療（地域包括ケ

アシステムを中心として）」についての研修内容で４題の講演が行われ、２つの事例が紹介

された。

 　出席者　榊社会保険部長ほか５名
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平成29年9月27日（水）、歯科衛生士復職支援

講習会を神栖市の新扇歯科医院にて行いました。

この講習会を鹿行地区で開催するのは今回が初め

てです。

今回も茨城県歯科衛生士会のご協力を得て、岩

村昌子茨城県歯科衛生士会副会長に講師をして頂

きました。

岩村副会長には本年3月の県南地区牛久市開催の

時にも講師をお願いしており、地区開催の歯科医

院での講習会に慣れているため大変スムーズに進

行出来ました。

鹿行地区には近隣に歯科衛生士専門学校も無

く、参加応募者がいるか心配されましたが、今回

は神栖市在住の3名の参加者がありました。2名は

神栖市の広報を見て、1名は歯科医院内に掲示され

たポスターを見ての申し込みです。

会場を提供して頂いた新扇歯科医院の鈴木伸之

先生、鈴木治津子先生にご協力いただき、また今

村歯科衛生士にもアシスタントとしてお手伝いし

ていただきました。予定通り10時に開講式を行

い、暫し院内見学をしてから、まずDVDを観な

がらプロービング、超音波スケーラー、ハンドス

ケーラーによるキュレッタージの基礎について思

い出してもらい、その後相互実習を行いました。

はじめ受講生達はブランクが長いので不安だと

言っていましたが、今回の参加者は7年から10年の

就業経験があり、すぐに昔の経験の記憶が蘇って

来ているように見えました。

講習会の後はお茶を飲みながら全員で談話をし

ました。リラックスした雰囲気の中で彼女たちの

忌憚のない意見を聞く事が出来ました。復職に当

たり心配な事は、ブランクによる知識の不足、短

時間の勤務でも需要があるのか、職場の人間関係

が不安などでした。

歯科衛生士不足の現状を話し、彼女たちが求め

られている存在だと話すと、次第に復帰に前向き

になって来ていました。

もともと早期の復帰は考えていなかった様でした

が、1年以内、条件さえ合えば直ぐにでも復帰した

いと気持ちが変わり、茨城県歯科医師会無料職業

相談所の求人情報を興味深く見てくれました。鹿行

地区から求人情報に掲載されていない追加の求人

もある事を話し、無料職業紹介所のHPのアクセス

の仕方を教え、自分に合った歯科医院を探し、歯科

医師会事務局の方に連絡をする様に話しました。

予定より少し遅れましたが12時20分に閉講式を

行い、求職票を渡し解散いたしました。

今回の復職支援講習会が即復職につながったか

医療管理委員会　　篠塚　浩

歯科衛生士復職支援講習会　鹿行地区開催
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はまだ分かりませんが、休職中の歯科衛生士がど

れ位いるのか分からなかった当地区で、3名の復職

意欲のある衛生士を掘り起こせたのは一定の成果

だと思われます。

開催地の神栖市の歯科医院から求人が無かった

のは残念でしたが、開催日直前に支部メーリング

リストで告知したところ、鹿行歯科医師会内から3

件の追加求人がありました。今後は地区開催の広

報等をしっかり行い、情報を共有する必要がある

と感じました。

初めての復職支援講習会の当地区開催で、不慣

れなため改善すべき点も多々あると思いますが、会

員の皆様もご協力をよろしくお願いいたします。

歯科衛生士復職支援講習会アンケート結果 

H29.9.27（受講者3名）

Q１　この講習会の事を何で知りましたか？

　　　A１．歯科医院の広告 １

　　　A２．ホームページ ０

　　　A３．友人・知人の紹介 １

　　　A４．真珠会お知らせ ０

　　　A５．衛生士会お知らせ ０

　　　A６．茨城新聞 ０

　　　A７．NHKデータ放送 ０

　　　A８．広報かみす ２　

Q２　講義の内容はどうでしたか？

　　　A１．丁度よい ３

　　　A２．物足りない ０

　

Q３　実習内容はどうでしたか？

　　　A１．丁度よい ３

　　　A２．物足りない ０　

Q４　復職にあたって気になることは？

（複数回答可）

　　　A１．給与・待遇 ０

　　　A２．勤務時間 ２

　　　A３．職場の人間関係 １

　　　A４．その他

　　　　　（ブランクがあるので心配です）

Q５　 御友達に復職を考えている衛生士さんはい

ますか？

　　　A１．いる ０

　　　A２．いない ３

Q６　復職の時期は

　　　A１．３か月以内 ０

　　　A２．１年以内 ２

　　　A３．１年以上 １

　　　A４．条件が合えばいつでも １

　　　　

Q7　ご意見・ご希望があれば何でもお書き下さい

　　 　このような機会があると、とてもありが

たいです。

　　 　復職を考えていてもなかなかタイミング

が合わず、ブランクばかり長くなっていく

ので、知識技術など心配な事がたくさんあ

るので勉強させていただく場が有りとても

ありがたかったです。

茨歯会無料職業紹介所

http://work.ibasikai.or.jp/
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本年度１回目のスタッフセミナーが10月１日

（日）、土浦市の県南生涯学習センターにて開催

されました。今回は36名の医院スタッフが受講

し、院長先生も１名見学されました。

講師には前回から引き続き小原孝子先生をお招

きし、他２名のアシスタントの先生にもお手伝い

いただきました。

小原先生は、日本航空客室乗務員として約20年

間勤務され、その後は客室乗務員訓練部教官、政

府専用機初代担任教官などの管理職を歴任されま

した。

現在は、日本マナーOJTインストラクター協会

認定講師として多方面でご活躍され、自治体やホ

テル、銀行、その他様々な企業での講師経験があ

る方です。

今回のセミナーは10時から15時までで、次のよ

うな内容で行われました。

「PS（患者様満足）向上研修－より一層の患者様

満足のために－」

１．はじめに～医療従事者に必要な接客とは

　＊ 一般的なサービス業との接客の違いは、そ

もそも患者は具合が悪い、痛い等の「負の

感情」を持って来院することである。

　＊ 歯科スタッフの接客では、「負の感情」を

持った患者と十分コミュニケーションをと

る（相手の言い分を良く聞いてあげる）事

が大切である。

　＊ 患者に満足してもらい「ありがとう」と言わ

れるには、１人で働いているのではなく全

員で働くという気持ちを持つことである。

　＊マナーとは「思いやりの心」である。

　＊ 子供は本能で笑うが、大人は笑うからお互

いが楽しくなる。作り笑顔（セルフプロ

デュース）は必要である。

２．マナー５原則

　＊ 表情、挨拶、身だしなみ、話し方、仕草・

態度

　＊ 笑顔の目的は、相手に親近感を与えるため

である。

　＊笑顔を条件反射にしてほしい。

　＊ 気持ちを穏やかに保つ心、穏やかな気持ち

を表すための目、笑顔の口元が安心感を与

える。

　＊ スマイルトレーニング（笑顔の作り方の練

習）

３．美しい姿勢、お辞儀

　＊美しい姿勢の練習

　＊ お辞儀は挨拶の持つ「心を開く・心に迫

る」という意味を忘れずに丁寧に行う事が

必要である。

　＊スマートなお辞儀のポイント

医療管理委員会　　篠塚　浩

平成29年度第１回スタッフセミナー報告
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　＊ お辞儀の種類（目礼、会釈、敬礼、最敬

礼）

　＊ 「パーソナルスペース」とは、知らない

人、親しくない人に入って欲しくないス

ペースである。一般的には横20cm、ななめ

45cm、正面90cmと言われている。

　＊ 歯科医院では「パーソナルスペース」に入

らざるを得ないため、安全・安心を伝える

「温かい」対応が必要である。

４．第一印象

　＊ 見た目等の瞬間印象（0.6秒～６秒）が大切

である。

　＊ 身だしなみチェックの３つのポイントは、

１）清潔・清潔感　

　　２）機能性

　　３）周囲との調和　である

　＊相手に共感性を与えること

　＊ 相手にどう見えているか（第三者満足）を

考える

　＊ 我流なおしゃれをする事は自己満足である

５．感じのよい話し方・電話対応

　＊感じの良い話し方のコツ

　＊敬語（尊敬語・謙譲語・丁寧語）

　＊ クッション言葉…申し訳ありませんが、恐

れ入りますが

　＊肯定的否定…生憎、○○致しかねます

　＊ 依頼文／形…お願い出来ますでしょうか？

　＊ 電話応対６つのルール

　　１）３コール以内に出る

　　２）最初の名乗りをしっかりと

　　３）相手を待たせない

　　４）いきなり本題に入らない

　　５）連絡事項は正確に

　　６）終わりの挨拶は丁寧に

　＊ロールプレイング（受電、掛電の練習）

　＊ プロ意識を持つ（来院する患者にとってス

タッフは新人・ベテラン関係無く全員がプ

ロである）

６．クレーム対応

　＊クレームの発生源を理解する

　＊ クレーム対応手順

　　１） お詫びする（不快な思いをさせたこと

に対して　

　　２）相手の話しを聴く（傾聴）

　　３）相手の気持ちを理解する（心情理解）

　　４）事実確認　

　　５）解決案・代替案の提示

　　６）お詫びと感謝

　＊ 期待値と現実のギャップが大きいと起こる

　＊ 不満・不安・不審・不便・不経済の解消に

努める

７．まとめ／ふりかえり

　＊何を学べたか？

　＊今後どう生かしますか？

相手に好感をもたれる挨拶の仕方、電話での話

し方、普段我々が注意しにくい歯科医院スタッフ

としてふさわしい化粧や髪形について、クレーム

対応など、上記の様に多岐にわたり非常に密度の

濃い内容でした。

昼休憩を１時間はさんで、みっちり４時間のセ
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ミナーです。せっかくの日曜日がほぼ１日拘束さ

れてしまう訳ですから、中にはあまり前向ではな

い気持ちで会場に来たスタッフもいたかもしれま

せん。初めは講師側からの一方通行に感じられて

いた会場の雰囲気でしたが、次第に小原先生の巧

みな話術に引き込まれて行き、受講生達の姿勢も

前のめりになって行く様子でした。

時に厳しくもありながら説得力のある指導、話

し方はやはり専門家ならではと感心しました。

また講師とそれをサポートする２人のアシスタ

ントの先生方とのチームワークが非常に良く、小

原先生から言葉の指示がなくてもアイコンタクト

によって静かに手際良く動く様子は、私たち歯科

医院の日常診療にも参考になると感じました。

終了後は受講生の皆さんも疲れたと思います。

しかし、セミナーの初めと終わりでは皆さんの笑

顔、挨拶の仕方に明らかな違いが現れていまし

た。必ずや明日からの仕事に生かされていくもの

と思います。

なおセミナー終了後には、院長先生宛に受講生

講師所感をお送りしています。

このセミナーは年２回開催されています。　次

回は来年２月に古河地区で開催される予定です。

まだスタッフを参加させていらっしゃらない医院

の方は、是非参加をご検討して下さい。またお時

間がありましたら先生方も一度ご見学なさってみ

ては如何でしょうか？
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【戴帽式】

９月７日（木）歯科医師会館の講堂に於いて、

歯科衛生士科48期生、52名の戴帽式が挙行されま

した。

多くの来賓、父兄の方がご列席して下さり、厳

粛な雰囲気の中、ナイチンゲール像にろうそくの

灯がともされました。征矢校長先生よりナースキ

ャップを戴き、親火から自分のろうそくに灯りを

ともした戴帽生の顔は真剣であり、入学してから

の１年半の成長を感じると共に、これから歯科衛

生士の道を進んでいく決意を新たにしたのではな

いかと思います。

歯科衛生士会会長の芹澤様より「暗闇は患者の

不安や憂いであり、ろうそくの灯は、私たち歯科

衛生士の優しさや温かさである」というお言葉を

頂きました。今回戴帽式を迎えた48期生にも、ろ

うそくの灯の様に患者を明るく照らす存在になっ

て欲しいと思います。

（文責　別府）
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だより

がんに限らず、歯科と医科の連携が重要なのは今や言うまでもありません。今回の学術講演会では、今年

の４月に開設された茨城県立中央病院口腔外科の歯科口腔外科部長　大木宏介先生、同　腫瘍内科部長　石

黒愼吾先生、石岡第一病院口腔外科部長　筑波大学臨床教授　萩原敏之先生の３名の先生方をお迎えして

「がん医科歯科連携の現状と今後」というテーマでご講演をお願いしました。医科歯科連携の現状を把握し、

これから発展させていく上で何が必要か？を歯科医師会会員の先生方とともに考えていくきっかけになれば

と思います。ぜひ先生・スタッフの方々ご一緒に参加くださいますよう案内申し上げます。

統一テーマ：明日の臨床に活かす

今回の演題：「がん医科歯科連携の現状と今後」
講師：大木宏介先生 茨城県立中央病院歯科口腔外科部長

石黒愼吾先生 茨城県立中央病院腫瘍内科部長

萩原敏之先生 石岡第一病院口腔外科部長

日時：平成29年11月26日（日曜日） 10：00～13：00 
場所：茨城県歯科医師会館３Ｆ講堂
参加者：歯科医師・歯科衛生士・その他歯科医療従事者
会費：無料

大木宏介先生

講演テーマ

『茨城県立中央病院におけるがん医科歯科連携について』

茨城県立中央病院歯科口腔外科は平成29年４月に歯科医師１名体制で開設された。主に当院（医科）で

『がん治療』を受けていただく患者様の『周術期口腔機能管理』を行い、計画された『がん治療』がお口

のトラブルで滞ることのないようサポートすることを重視している。そのほか、一般の歯科診療所で対応

困難な顎口腔領域の口腔外科疾患を対象に治療を行っている。本講演では当科の現状報告と、今後のがん

◇◆◇ 水戸市歯科医師会学術講演会のご案内 ◇◆◇
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医科歯科連携および病診連携の展望に関してご説明したい。

【略歴】

2000年３月　東北大学歯学部卒業

2006年４月～2011年３月　東北大学大学院歯学研究科口腔病態外科学講座　顎顔面外科学分野助教

2011年４月～2017年３月　（公社）地域医療振興協会石岡第一病院口腔外科　常勤医

2017年４月～現在　茨城県立中央病院・茨城県地域がんセンター歯科口腔外科　部長

石黒愼吾先生

講演テーマ

『医科の治療成功に大いに影響する歯科医師に期待される医科歯科連携能力とは』

がん治療に限らず、医科の行っている治療において歯科医師による口腔衛生管理での支援の重要性は益々

大きくなってきている。がん治療の現場、免疫抑制状態になる病態など、実例をあげて医科から歯科医師

に期待する役割、連携能力をあきらかにして、これからの茨城の医療のレベルアップを図りたい。

【略歴】

岐阜県出身

1986年　富山医科薬科大学（現富山大学）薬学部卒業　薬剤師免許取得

1994年　筑波大学医学専門学群卒業

2014年５月～　茨城県立中央病院腫瘍内科勤務

2015年４月～　腫瘍内科部長（消化器がん、乳がん担当）

萩原敏之先生

講演テーマ

『どうすれば進む？がん医科歯科連携―歯科側の対応についてー』

歯科診療報酬に周術期口腔機能管理料が導入されてから５年がたったが、未だに十分な周術期口腔管理が

行われていないのが現状である。医科側にも問題は多いが、歯科側にも乗り越えるべきいくつかの問題が

ある。たとえば、全身的疾患をもつ患者への治療リスク、情報交換の煩雑さ、医師との直接的接点のなさ、

などである。この講演では、これらの問題をあぶり出し、解決法を探っていきたいと思う。

【略歴】

1957年　茨城県生まれ

1983年　岩手医科大学歯学部卒業

2008年～　（公社）地域医療振興協会石岡第一病院　口腔外科部長

2012年～　茨城県立中央病院歯科口腔外科兼任

2015年～　筑波大学臨床教授（病院）

登録システム短縮コード：152561

ＩＣカードをご持参ください
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ついに来てしまいました。前回リレー通信に書

かせていただき、５年ほどが経ったでしょうか？

前回の時にもこんな冒頭だったと思いますが、正

直私は本当に皆さんにお話しできるような、ある

程度極めた趣味とか、ずっと続けているような事

が皆無の人間です（実は前に高校の同級生でもあ

る人からの依頼を、書くネタがないことを理由に

断っています）。そんな私に、公私ともにお世話に

なっている深谷先生から「今度のリレー通信を」

とお願いされたのが約１か月前、その時は直接お

願いされたこともあり、１度断っていることもあ

ったので引き受けることにしました。そこからこ

の原稿を書いている今まで、ずっと何を書こうか

考えていました。ゴルフは下手の横好きで続けて

いますが、本当に下手で話せるようなレベルでは

ありませんし、前回書かせていただいたオリジナ

ル焼酎は最近作っていません。旅行もそんなに行

くような人間ではありませんので本当にネタがな

いのです。そんな中、苦肉の策として、おそらく

会員の先生方の中でもあまり持っていない、あま

り聞き慣れない資格についてお話しさせていただ

こうと思います。真面目な話で、面白おかしくは

話せないと思いますが、少しお時間をください。

まず応急手当普及員とは何かを説明いたします。

主として事務所や防災組織等において、その事業

所等の従業員・構成員に対し、応急手当講習（心

肺蘇生法やAEDの使用方法など）の指導を行う者

として、各市町村の消防長が認定した方を言いま

す（私の場合、水戸市消防長により認定されてい

ます）。主な活動としましては、皆さんが歯科医師

会などの講習あるいは一般のものでも、一度くら

いは受けた事があるかもしれない救急救命の講

義・実技指導を行ったり、マラソンなどのイベン

トでAEDを持って走路の脇に立ち、もしもの場合

には動いたりしています。

私がこの資格を取るきっかけとなったのは、当

時所属していた水歯会の医療管理委員会が年１回

の救急救命講習を仕切っていたことにあります。

水歯会では、それまで救急普及協会の人に来ても

らい指導を受けていたのですが、その当時の副会

長が「この資格は、応急手当普及員という資格を

取ると我々が自分で講習会を開けるらしいよ。」と

軽く言ったことに端を発します。そこから調べて

みると、水戸地区では年に１回、平日の３日間を

No.232

（社）水戸市歯科医師会　　櫻川　次郎

応急手当普及員って知っていますか？
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使い、１日８時間の講義・実習を受け、試験に受

かると取れることが判明しました。このことを知

った私たちではありましたが、正直私は平日の３

日間医院を休みにして、この資格を取ることにた

めらいがありました。資格の取り方はわかりまし

たが、私は委員会の中で「この資格を取ってみよ

う」という当時の大澤理事（現水戸市歯科医師会

会長）の言葉に首を縦には振りませんでした。結

局その年は、その大澤理事と現在、県の医療管理

委員会で活躍されている鈴木先生の２人が取るこ

とになりました。こうして水歯会には２人の普及

員が誕生する訳です。この２人が資格を取ってく

れ、のちに水歯会がこの協会の正会員になったこ

とで、その後のこの方面での活動はどんどんスム

ーズになっていくのですが、それはまた別の話で

すのでここでは割愛させていただきます。

さて、このような経緯があり、この二人がその

後、水歯会の講習だけではなく、衛生士学校や県

歯の助手講習会で指導していく姿を見ていくうち

に、私の中で徐々にこのお二人をお手伝いしなく

ては、との思いが大きくなっていくのです。そし

て３年前の12月についに私もこの資格を取ったの

です。それぞれの事情でこの資格を取りに来られ

た方との座学・実習は非常に貴重な体験でした。

受講者の方や指導して下さる消防署の方、指導員

の方の思いの熱さに私はどんどん感化されていく

のです。それから、私は水歯会の中でもAEDの必

要性を話したり、協会の人とは「AEDの普及のた

めにはどうすればいいのか」という話の中で、コ

ンビニより多い歯科医院をうまく利用できないか、

などと話すようになってきました。

もし、これを読んでくださってる先生の中で、

AEDの設置を考えてくださる先生がいましたら、

お近くの普及協会や消防署に連絡いただければ詳

しく話をしてくださるはずですので、聞いてみて

ください。水戸の先生方で考えてくださる方がい

ましたら、私か医療管理委員会まで言ってくださ

い。もし、水戸の歯科医院でAEDの普及率が50％

を超えたら、水戸地区普及協会では主なAEDの設

置場所の一つに歯科医院を加えることを検討して

下さるそうです。

固い話になってしまいましたが、今の私の思っ

ていることを書かせていただきました。きっとこ

の原稿が会報に出るころ、私は水戸の漫遊マラソ

ンでのAEDを持っての立ちんぼも終わり、ほっと

している頃でしょう。次回は私のつまらない話を

補ってくれる、運動神経抜群の多才で尊敬できる

後輩、珂北の堀江正徳先生です。先生お願いしま

す。
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石川千恵子先生からバトンを頂きました國府田

です。諸先輩先生方のような学術的な知識、高尚

な趣味も持ち合わせておらず、お目汚し失礼いた

しますが、ほんの少しばかりお時間を頂ければ幸

いです。

皆様は歯科医療経済という雑誌をご存知でしょ

うか？（写真１）

医療経済出版という出版社が毎月15日に発刊し

ている月刊誌です。あまり聞きなれない出版社で

はありますが、茨城県歯科医師会も2013年５月号

でトップインタビューを受け、その内容はカラー

で掲載されています（写真２）。

歯科医院院長、歯科技工所経営者と歯科企業で

活躍する人ための医療経済情報誌…とのことで、

東京医科歯科大学大学院教授 川渕孝一先生の「未

来を読み解く歯科医療経済学」をはじめ

時勢に合わせた特集、鶴見大学歯科理工

学教授 早川徹先生の「よくわかる・臨床

に役立つ歯科材料の話」、他に「口の中

から見た未来」、「管理栄養士の食支援日

記」等の歯科関係者向けの専門的なコン

テンツから、高須久弥先生の「YES! 歯

科医療 二代目はつらいよ」、「現役歯科美

女図鑑」などといった他の歯学誌にはな

いライトな記事も掲載されています。

私は後者である「ライトな記事」の一

つを連載させて頂いています。内容は事

実を元にしたフィクションの四コマ漫画

とコラムの１ページです。2012年１月号で、「異能

な歯科医」という特集記事にペンネーム名義で紹

介され、翌月から月一の連載が始まりました。小

（社）東西茨城歯科医師会　　國府田　美葉

毎日の歯科医業、月末の作家業

コーナー

no.197

写真１　歯科医療経済／2017年９月号

写真２　2013年５月号より
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説家の上田秀人先生、料理研究家の田沼敦子先生、

舞台女優の一青妙先生…とそうそうたる面々の中

で自分がなぜ？ と土浦駅の某喫茶店で取材を受け

ながら疑問に思ったのですが、どうも編集長は四

コマ漫画が描ける歯科医師を探されていたようで、

そのまま執筆依頼の運びとなったのです。

締め切りは毎月末の25日近辺。前月号が15日に

発刊し、翌月号のテーマが決まると自分の経験や

友人から聞いた話をもとに、頭を抱えて構想を捻

り出します。スタッフに白い目で見られながら、

院内で資料を撮影。作画環境はすべてデジタル。

液晶タブレットを使い、直接パソコン上でCLIP

STUDIO PAINTとPhoto Shopを使って描いていき

ます（写真３）。同時進行でコラムをWordで執筆。

こちらはおよそ280文字と短めです。

そんな月末の作家業も10月号でかれこれ69回目。

次号のテーマも判明して何を描いたものか迷って

いるのですが…そろそろネタも尽きそうです！

もし、歯科医療経済にご興味をお持ちでし

たら「デンタルブックセンターシエン社」

（http://www.shien.co.jp）、もしくはお取引先の歯

科商社へお問い合わせください（通常の書店での

一般販売はされていません）。

最後はコマーシャルになってしまいました。本

日は月の下旬、22日。このあたりで筆を置き、恒

例の月末作家業に勤しみたいと思います。

次回は、母校の優しく頼れる先輩、西南地区の

小倉直子先生にバトンタッチさせて頂きます。ど

うぞよろしくお願いいたします。

写真３　作業環境



26 茨歯会報

2017.11

今年度より県歯広報委員となりました。まだま

だ分からない事だらけですが、早く仕事を覚え、

内容の充実した広報誌作りに少しでも貢献できる

よう頑張って参りたいと思います。よろしくお願

いいたします。

さて、実りの秋を迎え、食べ物が美味しいと感

じられるこの季節、先月号のリレー通信でも紹介

されておりました盛岡冷麺は私も大好物でありま

す。東京の銀座には本場の盛岡冷麺が食べられる

岩手でも有名な焼き肉店があり、買い物帰りによ

く立ち寄ったりしています。冷麺のみであれば、

スカイツリータウンや三郷のららぽーとにも系列

店がありますが、焼き肉とのコンビがやはりおす

すめです。ぜひ「銀座　盛岡冷麺」で検索して訪

れてみてください（キムチは別辛で注文する事を

お勧めします）。

（頭文字ｄ）

今年度より県歯広報委員になりました。よろし

くお願いします。

10月に入って、疲れてもいないのにだるい、と

ふと思う時があります。たまたまパソコンで「寒

暖差疲労」という言葉を見つけました。朝晩の気

温差、数日間の寒暖差による体の不調だそうです。

寒暖差が激しいと、身体は交感神経が優位に働き、

寒ければ熱を作り、暑くなれば汗をかきと、めま

ぐるしい温度変化に対応し、普段以上のエネルギ

ーを使い、疲れが溜まるそうです。

この不調を解消するには、気温のアップダウン

を感じにくくするのがポイントで、目元を温めた

り、炭酸入浴したりして、自律神経の働きを整え

ることが有効とのこと。是非試してみて下さい。

（幸）

台風には勝てなかった広島旅行顛末記

以前赤えんぴつにて紹介した、マツダコスモス

ポーツが誕生して今年が50年になった年であるた

め、色々なイベントが企画された。

９月16日に、広島県三次市にあるマツダのマツ

ダ三次試験場にてマツダの関係者やコスモスポー

ツオーナーズクラブの海外支部員を搭乗させての

コスモスポーツの体験試乗会。翌17日には、同じ

会場で全国のロータリーを愛する人達を集めての

「ビーアドライバーエクスペリエンスat三次」。更

に18日には第２回世界マツダコスモスポーツ会議

が予定されていた。このイベントに参加、そして

協力のため我が昭和43年式のコスモスポーツにて

茨城県境町を14日に出発をした。途中５台合流し、

６台７人にて三次を目指した。それが台風広島直

撃の予報の為、泣く泣く16、17日のイベントが安

全の為全てが中止となり、その一報が15日の13時

過ぎに入る。中国道の加西市付近だった。このイ

ベントは、一年前から、マツダ及びこの大会関係

者が企画立案そして準備していたが、ルマンでは

勝てたが、

台風には勝

てなかった。

非常に悔や

まれる。
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が18日には

25年振りに台

風一過の暑い

広島のマツダ

本社にコスモ

スポーツにて

里帰りし、第

２回世界マツダコスモスポーツ会議が行われた。

海外からは、ドイツから二人、ニュージーランド

とオーストラリアからそれぞれ一人が参加し４カ

国からと盛大なものになり、また再会する日を誓

い合い成功裏に終わった。

広島を後にし今回最後の宿泊地は、境町から約

670キロ程の

あの赤穂浪

士で有名な

赤 穂 市 の

「国史跡赤穂

城跡」の目

の前のホテル。台風の為、今回は余り観光が出来

無かったが、19日の朝は早く起き、赤穂城跡や大

石良雄宅跡そして大石神社の早足の散歩で、あっ

たかな心地よい汗をかくことができた。中でも大

石良雄宅跡ではいわゆる「赤穂事件」の、元禄14

年（1701）の刃傷事件を知らせる早籠が、この門

を叩いたのかと思うと歴史ドラマのワンシーンを

思い出させた。このあと大石神社を参拝し無事な

る帰還を祈願し、一路境町へ出発。

これで、無事に境町に帰途するはずだったが、

後500キロは無いと言う滋賀県土山サービスエリア

にて燃料系のトラブルにてダウン。私は、鈴鹿・

名古屋経由にて帰宅。車は翌日に積載車にて帰宅。

未だ修理の順番待ち。このトラブルは以前もあり、

人で言うと狭心症。燃料パイプかキャブレターに

ゴミが詰まり一時的にエンジンの吹けが悪くなる。

と想像しています。明日は我が身なので、日々摂

生を。

（コスモッコ）

E-mail id-05-koho@ibasikai.or.jp 広報委員会

身近な出来事から臨床まで皆さまのご意見・感想を載せてみませんか。

「茨歯会報」は会員皆さまの会誌です。臨床におけるヒントや趣味、旅の思い出など、また地区歯科

医師会や同好会・同窓会の様々な活動（研修会、厚生事業）など何でも結構です。会報をフルにご活

用下さい。

Ｅメールの投稿で結構です。形式はどんな形式でもかまいませんが、出来ればテキスト、ワード、

一太郎、にてお送り下さい。

詳しくは、茨歯会事務局まで。



みんなの写真館写真募集！！
このページには皆さんからの写真を掲載できま
す。表紙写真に関連した写真、御自宅の古いアル
バムに埋もれた写真などを御送り下さい。

日 立
珂 北
水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）支　　部

会 員 数

1種会員
2種会員
終身会員
準 会 員
合 　 計

121
141
154
70
106
173
122
178
153
105
3

1,326

－1

－1

－2

1,149名
44名
130名
3名

1,326名

平成29年９月30日現在

平成29年度歯と口の健康に関するポスターコンクール　優秀賞作品

小学生の部

中学生の部

飯　田　彩　夏 関　　　瑞　希

髙　野　ひなた

高　橋　侑　大 飯　島　立　生鴨　下　彩　音

平　塚　深　梨今　泉　穂　香



発行日 平成29年 11月
発　行 茨城県歯科医師会　水戸市見和2丁目292番地
電　話 029（252）2561～2　FAX  029（253）1075
ホームページ http://www.ibasikai.or.jp/
E-mailアドレス id-05-koho@ibasikai.or.jp

発行人 渡辺　　進
編集人 柴岡　永子 

茨　歯　会　報

この会報には、環境に配慮して植物油インキを使用しております。
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